






































は、文化 10 年 (1813) からヨーロッパ産の更紗が持ち
































科所蔵の更紗裂 432 枚 (6) の中には、福岡市美「更紗」




とボーダー以外で一致する。この 364 番は、1 丁（1 紙）
に貼付された５枚の裂の内の１枚である（図 9 参照）。
この１丁は、本来冊子体の「反物切本帳」であったも
のが解体されたものであり、364 番以外の 4 枚（362 番・












図 9　362 番～ 366 番
図 6－①
図 6－②




364 番 363 番
図 8　364 番 
図 6「文政七　申年紅毛船持渡反物切本帳」（東京国立博物館所蔵）
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は間違いあるまい。したがって、364 番は文政 7 年の
蘭船持渡更紗の裂と判断される。以上のことより、福







　壱番尺長上更紗 (1 枚 )
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　 オ ラ ン ダ 史 料 で あ る 1824 年（ 文 政 7） の
Aantooning der prijsmaking over Komps. Goederen met de 





Notitie der prijzen in 1824（1824 年の価格覚書）ならび




　 表 1 よ り「 い 蠟 引 更 紗 」 は オ ラ ン ダ 側 で
Vaderlandsche chitzen geglansde la. I（母国産の光沢のあ
る更紗　符号い）と記され、2,887 反がオランダ商館
表 1 文政 7年 (1824) オランダ船持渡更紗とその取引
蘭船持渡更紗の取引と国内流通
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から長崎会所に 1 反 3 テール（銀 30 匁）、(9) 価額 8,661
テールで販売され、さらに長崎会所から本商人（五ヶ
所商人、落札商人）に１反 6.298 テール (62 匁 9 分 8 厘 )
で売り渡されていることがわかる。また、長さ 7 713 el
（518.50cm）・幅 112 el（103.17cm）であり、福岡市美「更
紗」（長さ 510.0cm、幅 101.1cm）にほぼ一致する。(10)
　 上 記 の オ ラ ン ダ 史 料「 価 格 一 覧 表 」 に は、
Vaderlandsche chitzen geglansde la. I の aanmerking（ 備
考）に、dies waaarde in evenredigheid van andere chitzen 
berekend（他の更紗〔の値段〕を考慮してこの金額と
した）と記されている。オランダ商館は、ヨーロッ
パ更紗 10 種の中で、Vaderlandsche chitzen geglansde 
la. I を価格において最も安くかつ、インド更紗（寸法
の最も大きい Patnasche meubel chitzen と上等のベッ
ド ･ カバー Spreijen 1e. soort は除く）よりも高く長崎
会所に販売している。このことより、オランダ側が
日本に対して、文政 7 年に輸入した更紗類の中で、
Vaderlandsche chitzen geglansde la. I「い蠟引更紗」の商
品価値をどの程度に見積もっていたかがわかる。
　出島オランダ商館で扱った輸入品の出入りを記
した、1824 年（文政７）の Pakhuis of goederen boek
（総商品出入帳）（図 10 参照）(11) により、geglansde 




商館がカンバン勘定で処理。(12) そして 630 反は残品













chitzen には Europe. が付されていないが、上記のオラ
ンダ史料「価格一覧表」によればこの更紗を含めて
















政 7 年には、オランダ船アリヌス・マリヌス号 Arinus 




「積荷目録」(15) と照合して一覧表にすると表 2 のよう
である。





ち geglansde chitzen la. I「い蠟引更紗」であったわけで
ある。また、「送り状」より、これらの更紗の仕入値は、
1 反に付、6.48 グルデン～ 30.00 グルデン（48 匁 6 分
表 2　文政 7年 (1824) オランダ船 2艘 (Arinus Marinus, Ida Alijda) 輸入の更紗類   
蘭船持渡更紗の取引と国内流通
23
～ 225 匁）(16) であった。
　以上のことより、オランダ側は、仕入値 1 反に付、
48 匁 6 分～ 225 匁のインド更紗を模したヨーロッパ
更紗の内、geglansde chitzen la. I「い蠟引更紗」を長崎
会所に 1 反 30 匁で 2,887 反販売。(17) 長崎会所は、そ






























































































































































































































62 匁 9 分 8 厘の更紗は、平井小橋屋での販売時点で、
輸送経費や本商人による「儲」、問屋での手数料、仲
買人による「儲」等が加わり、さらに平井小橋屋とし














































































平成 26 年）272 頁参照。
(2) 近世におけるオランダ船の更紗輸入については、拙著『日













(5) 図 6 －①②は、原田あゆみ（研究代表者）・小西郁（編集
担当）『端物切本帳画像一覧　東京国立博物館所蔵本』Ⅰ（九
州国立博物館、平成 28 年）204・206 頁より転載。





介を中心として－」『鶴見大学紀要』第 53 号第 4 部、平成
28 年、参照）。






(8) Aantooning der prijsmaking over Komps. Goederen met de 
蘭船持渡更紗の取引と国内流通
27
Geldkamer mitsgaders de prijzen waarvoor zij die aan de 
kooplieden hebben verkocht.[Japan Portefeuille No. 22. 1824]
MS.NA. Japans Archief, nr.1445.(K.A.11797)(Tōdai-Shiryō 
Microfilm: 6998-1-77-11). Notitie der prijzen in 1824.[Japan 
Portefeuille No. 22. 1824]MS.NA. Japans Archief, nr.1445. 
(K.A.11797)(Tōdai-Shiryō Microfilm: 6998-1-77-11). Rekening 
courant boek.[Japan Portefeuille No. 22. 1824] MS.NA. Japans 
Archief, nr.1445.(K.A.11797)(Tōdai-Shiryō Microfilm: 6998-1-
77-7). なお、会社荷物（＝本方荷物）とは、オランダ側にとっ
て会計に属し、直接損益に関わる重要な取引商品であった。
(9) 1 テール＝ 10 匁で換算。
(10) 1 〔Amsterdamse〕 el ＝ 68.78 cm で換算。
(11) Pakhuis of goederen boek. [Japan Portefeuille No. 22. 1824] 
MS.NA. Japans Archief, nr.1445.(K.A.11797)(Tōdai-Shiryō 
Microfilm: 6998-1-77-6).
(12) Verslag 1824. §32. [Japan Portefeuille No. 22. 1824]MS.NA. 
Japans Archief, nr.1445.(K.A.11797)(Tōdai-Shiryō Microfilm: 
6998-1-76-20).




〔Rekening Courant. [Japan Portefeuille No. 23. 1825]MS.NA. 
Japans Archief, nr.1446.(K.A.11798)(Tōdai-Shiryō Microfilm: 
6998-1-78-8). 〕
(14) Factuur 1824. [Japan Portefeuille No. 22. 1824]MS.NA. Japans 
Archief, nr.1445.(K.A.11797). (Tōdai-Shiryō Microfilm: 6998-1-
77-12).
(15) 「五番紅毛風説書」( 愛日教育会所蔵 )。
(16) 113 グルデン＝ 10 匁で換算。













著『日蘭貿易の史的研究』83 ～ 84 頁参照）。
(18) 山脇悌二郎『近世日中貿易史の研究』（吉川弘文館、昭和
35 年）146 ～ 163 頁参照。
(19) 同上。




(22) 「商人買物獨案内」〈文政 7 年刊本をもとに文政 3 年初版
本及び天保 3 年刊本の内容を加えたものの複製〉（近世風 
俗研究会、昭 37 年）・「浪華買物独案内」〈天保 3 年刊〉（大
阪経済史料集成刊行委員会編『大阪経済史料集成』第 11 巻、












展と構造』山川出版社、平成 16 年 )・「近世中後期におけ
る大坂商人「小橋屋一統」の結合関係」（『関西学院史学』
31、平成 16 年）等の研究があり、本稿第 2 章は上記の論
文に負うところ大である。
(27) 井戸田史子氏の御教示による。
(28) 註 (2) 参照。
(29) 山脇悌二郎『事典 絹と木綿の江戸時代』（吉川弘文館、平
成 14 年）144 頁参照。
(30) Frieda Sorber, Vlaanderen-Nederland: Een wisselwerking in 
katoendruk. “Katoendruk in Nederland” Den Haag 1989, p.43.
(31) Ebeltje Hartkamp-Jonxis, Sits en Katoendruk, handel en 
fabricage in Nederland. “Sits, Oost-West Relaties in Textiel” Den 
Haag, 1987. pp.36-38. 






















　本稿は、JSPS 科研費 17K03110 の助成を受けたものです。
